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資料編                      

資料.1 災害廃棄物の種類 

 

表 資 1.1 災害廃棄物の種類と内容の例 

種 類 内 容 

可燃物/可燃系混合物 繊維類、紙、木くず、プラスチック等が混在した可燃系廃棄物 

   

木くず 柱・はり・壁材などの廃木材 

   

畳・布団 被災家屋から排出される畳・布団であり、被害を受け使用できなく

なったもの 
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種 類 内 容 

コンクリートがら等 コンクリート片やコンクリートブロック、アスファルトくずなど 

   

金属くず 鉄骨や鉄筋、アルミ材など 

   

不燃物/不燃系混合物 分別することができない細かなコンクリートや木くず、プラスチッ

ク、ガラス、土砂（土砂崩れにより崩壊した土砂、津波堆積物 ※ 等）

などが混在し、概ね不燃系の廃棄物 

※海底の土砂やヘドロが津波により陸上に打ち上げられ堆積したも

のや陸上に存在していた農地土壌等が津波に巻き込まれたもの 

   

廃家電（4 品目） 被災家屋から排出される家電４品目（テレビ、洗濯機・衣類乾燥機、

エアコン、冷蔵庫・冷凍庫）で、被災により使用できなくなったも

の 

※リサイクル可能なものは家電リサイクル法により処理を行う 
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種 類 内 容 

小型家電/その他家電 被災家屋から排出される小型家電等の家電４品目以外の家電製品

で、災害により被害を受け使用できなくなったもの 

  

腐敗性廃棄物 被災冷蔵設備等から排出される食品類や水産物、水産加工場や飼肥

料工場等から発生する原料及び製品など 

   

有害廃棄物/危険物 ＰＣＢ含有機器（電気機器用の絶縁油、熱交換器の熱媒体等に使用）、

石綿含有廃棄物、感染性廃棄物（注射針や血が付着したガーゼ等）、

化学物質、フロン類・ＣＣＡ(クロム銅砒素系木材保存剤使用廃棄

物）・テトラクロロエチレン等の有害物質、医薬品類や農薬類の有害

廃棄物。太陽光パネルや蓄電池、消火器、ボンベ類などの危険物等 
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種 類 内 容 

廃自動車等 被災により使用できなくなった自動車、自動二輪、原動機付自転車 

※リサイクル可能なものは自動車リサイクル法により処理を行う。  

※処理するためには所有者の意思確認が必要となる。仮置場等での

保管方法や期間について警察等と協議する 

 

その他、適正処理が 

困難な廃棄物 

ピアノ、マットレスなどの地方公共団体の施設では処理が困難なも

の（レントゲンや非破壊検査用の放射線源を含む）、漁網、石こうボ

ード、廃船舶（被災により使用できなくなった船舶）など 
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Ｙ ＝ Ｘ１× ａ + Ｘ２×ｂ + Ｘ３×ｃ + Ｘ４×ｄ 

Ｙ：災害廃棄物の発生量（トン） 

Ｘ１,Ｘ２,Ｘ３,Ｘ４：損壊家屋等の棟数 

１：全壊、２：半壊、３：床上浸水、４：床下浸水 

ａ,ｂ,ｃ,ｄ：発生原単位（トン/棟） 

ａ：全壊、ｂ：半壊、ｃ：床上浸水、ｄ：床下浸水 

資料.2 災害廃棄物発生量の推計方法 

 

災害廃棄物発生量の推計については、環境省の「指針」の推計方法に準拠する。 

 

表 資 2.1 災害廃棄物発生量推計式（環境省方式） 

出典：「指針」（技術資料 14-2）  

 

表 資 2.2 災害廃棄物の発生量の推計に用いる標準的な発生原単位 

被害状況 発生原単位 原単位の設定に用いられたデータ 

全壊 117 トン/棟 ・東日本大震災における岩手県及び宮城県の損壊家屋棟数 

（消防庁被害情報） 

・東日本大震災における岩手県及び宮城県の災害廃棄物処理量 

岩手県：「災害廃棄物処理詳細計画（第二次改定版）」 

（岩手県,2013.5）  

宮城県：「災害廃棄物処理実行計画（最終版）」 

（宮城県,2013.4） 

半壊 23 トン/棟 ・同上（半壊の発生原単位は「全壊の 20％」に設定） 

床上浸水 4.6 トン/世帯 ・既往研究成果を基に設定 

「水害時における行政の初動対応からみた災害廃棄物発生量の推定

手法に関する研究」（平山・河田,2005） 

床下浸水 0.62 トン/世帯 ・同上 

出典：「指針」（技術資料 14-2） 

 



248 
 

 

図 資 2.1 災害廃棄物の発生量の推計方法（１） 

出典：環境省「巨大災害時における災害廃棄物対策のグランドデザインについて中間とりまとめ」 

（平成 26 年 3 月） 

 

 

図 資 2.2 災害廃棄物の発生量の推計方法（２） 

出典：環境省「巨大災害時における災害廃棄物対策のグランドデザインについて中間とりまとめ」 

（平成 26 年 3 月） 
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資料.3 災害廃棄物処理可能量の試算方法 

 

 

図 資 3.1 災害廃棄物の処理可能量の推計方法とシナリオ設定 

出典：環境省「巨大災害時における災害廃棄物対策のグランドデザインについて中間とりまとめ」 

（平成 26 年 3 月） 
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資料.4 仮置場必要面積の算定方法と仮置場候補地の検討 

    

仮置場の必要面積は災害廃棄物の発生量を基に、処理期間を 3年間として、積み上げ高さや作業

スペースを加味し、指針による算定式を用いて仮置場必要面積を推計する。 

 

図 資 4.1 仮置場必要面積の算定方法 

出典：「指針」（技術資料 18-2）をもとに作成 

  

仮置場必要面積（㎡）  

＝災害廃棄物等集積量／見かけ比重／積み上げ高さ×（1＋作業スペース割合）  

・災害廃棄物等集積量（ｔ）  

＝災害廃棄物等発生量（ｔ）－災害廃棄物年間処理量（ｔ）  

・災害廃棄物年間処理量（ｔ）  

＝災害廃棄物等の発生量（ｔ）／処理期間  

 

・処理期間     ：3 年  

   ・見かけ比重        ：可燃物 0.4（ｔ／㎥）、不燃物 1.1（ｔ／㎥） 

・積み上げ高さ      ：5ｍ  

・作業スペース割合  ：1  

※「作業スペース割合」は廃棄物の保管面積に対する廃棄物の分別作業等に 

必要なスペースの割合のこと  
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資料.5 避難所で発生する廃棄物と発生量推計方法 

 

表 資 5.1 避難所で発生する廃棄物（例） 

種類 発生源 管理方法 

腐敗性廃棄物（生ごみ） 残飯等 

ハエ等の害虫の発生が懸念される。袋に入れて

分別保管し、早急に処理を行う。処理事例とし

て近隣農家や酪農家等により堆肥化を行った

例もある 

段ボール 食料の梱包 分別して保管する。新聞等も分別する 

ビニール袋、プラスチック類 食料・水の容器包装等 袋に入れて分別保管する 

衣類  
洗濯できないことに

よる着替え等 

分別保管する 

し尿 
携帯トイレ 

仮設トイレ 

携帯トイレを使用する。ポリマーで固められた

尿は衛生的な保管が可能だが、感染や臭気の面

でもできる限り密閉する管理が必要である 

感染性廃棄物 

（注射針、血液等の付着した

ガーゼなど） 

医療行為 

・保管のための専用容器の安全な設置及び管理  

・収集方法にかかる医療行為との調整（回収方 

法、処理方法等） 

出典：「指針」（技術資料 16-1） 

 

避難所ごみの発生量推計方法は、発生原単位（1 日 1 人平均排出量）に避難者数を乗じて算出する。

この時の発生原単位は、生活ごみ発生量を総人口で除した値を用いる。 

 

表 資 5.2 避難所ごみの発生量推計方法 

避難所ごみは避難者数に発生原単位を乗じて推計する。 

推計式 避難所ごみの発生量＝避難者数（人）×発生原単位（ｇ/人・日） 

発生量原単位 原単位（ｇ/人・日） 

＝（生活系ごみ＋集団回収）/総人口/365 日 

出典：「指針」（技術資料 14-3）より作成 
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資料.6 し尿収集必要量及び仮設トイレ必要基数の推計 

 

図 資 6.1 し尿収集必要量及び仮設トイレ必要基数の推計方法 

出典：「指針」（技術資料 14-3）をもとに作成) 

  

し尿収集必要量（Ｌ／日）  

＝災害時におけるし尿収集必要人数×1 日 1 人平均排出量 

＝（①仮設トイレ必要人数＋②非水洗化区域し尿収集人口）×③1 人 1 日平均排出量  

  

①仮設トイレ必要人数  

＝避難者数＋断水による仮設トイレ必要人数 

・避難者数：避難所へ避難する住民数 

・断水による仮設トイレ必要人数  

＝｛水洗化人ロ－避難者数×（水洗化人口／総人口）｝×支障率×1/2  

・水洗化人口：平常時に水洗トイレを使用する住民数 

（下水道人口、コミニティプラント人口、農業集落排水人口、浄化槽人口）  

・総人口：水洗化人口＋非水洗化人口  

・上水道支障率：地震による上水道の被害率  

・１／２：断水により仮設トイレを利用する住民は、上水道が支障する世帯のうち 

約 1/2 の住民と仮定  

 

②非水洗化区域し尿収集人口  

＝汲取人ロ－避難者数×（汲取人口／総人口）  

・汲取人口：非水洗化人口（計画収集人口）  

 

③1 人 1 日平均排出量 

・1 人 1 日平均排出量＝1.7Ｌ／人・日 

 

④仮設トイレ必要設置基数 

＝仮設トイレ必要人数／仮設トイレ設置目安 

・仮設トイレ設置目安  

＝仮設トイレの容量／し尿の 1 人 1 日平均排出量／収集頻度）  

＝400（Ｌ／基）／ 1.7（Ｌ／人・日）／ 3（日）  

・仮設トイレの平均的容量：400Ｌ／基  

・し尿の 1 人 1 日平均排出量：1.7Ｌ／人・日  

・収集計画（収集頻度）：3 日（3 日に 1 回の収集）  
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資料.7 広報及び周知のためのチラシや表示等の例 

 

 

図 資 7.1 災害時のごみ出し方に関するチラシの例（平時配布用） 

 出典：岡山市 HP      
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（仮置場入口に掲示された分別配置や利用時間を示すポスター） 

 
 
（仮置場に掲示された外国人向け多言語ポスター） 

 

 

（仮置場内の分別配置を示す立看板） 

 

    図 資 7.2 仮置場における利用ルールを周知するツールの例 

出典：上から東広島市、熊野町、飯山市 ※東和テクノロジー撮影 
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       図 資 7.3 ボランティア配布用チラシの例 

出典：一般社団法人廃棄物資源循環学会「災害廃棄物分別・処理実務マニュアル」（平成 24 年 5 月） 
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 図 資 7.4 ボランティア配布用チラシの例 

出典：宇和島市 


